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相談可能なテーマ 講座・講演会のテーマ例 

・考える力を育む数学教材の開発 
・数学 eラーニングコンテンツの開発と 

eラー二ングにより得られるデータの分析 
・流体力学や機械学習に関連した数学，特に関数 
解析について 

・POPUPカードと数学（中学生向け） 
・データ分析と関連した数理モデルの具体例 
（高校生・一般向け） 

・正の曲率をもつリーマン多様体上の流体運動に
ついて（一般向け） 

研究・教育内容の紹介 

＜数理モデルを立て分析する能力を育成する数学教材の開発＞ 
高専における数学教育では，中等教育で学ぶ数学の内容を低学年で教授し，高学年では大学工学系

の内容を教授しています。ただし前述の大学工学系の内容は，既知の工学モデルを前提とした解析学
に係る内容（微分方程式やフーリエ級数等）が大部分です。本研究では，幅広く理工学に関連を持た
せた「数理モデルを立ててデータ分析を行う」という数学教材を開発しています。ある実験や試行に
より得た複数のデータから，それらが持つ特徴量を求めるの
みに限らず，多くのデータに一致するような関数や微分方程
式を仮説として立てて誤差等の評価を行う，といった教材を
開発しています。SDGｓの目標の 1つである「質の高い教育
をみんなに」を目指して前述の数学教材を開発しています。 
＜正の曲率を持つ Riemann多様体上の流体運動の解析＞ 
 正の断面曲率を持った Riemann 多様体上での Navier-
Stokes方程式の弱解について解析しています。まずは正の曲
率を持つRiemann多様体上で成り立つ Poincareの不等式を
導き，その不等式を利用して曲率が及ぼす弱解への影響が解
析できればと考えています。ちなみに上記 Navier-Stokes方
程式には曲率に関係した Ricciテンソルが含まれています。 

利用可能な機器/施設 所属学会/協会 

・数学 eラーニングWebアプリ “Web－J” 
 
 

・日本数学会 
・日本数学教育学会 
（理事・日数教高専大学部会論文誌編集委員） 

その他参考事項 

上記の数学教材の開発は日本学術振興会科研費基盤研究(B) 課題番号23H01028「数理モデルを立て

分析する能力を育成する数学教材と授業法及びカリキュラムの開発」の援助のもと行っています。 
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